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ニホンミツバチの自然群とその生活 (3)

一枚方市における分布と生活-

ニホンミツバチは伝統的な養蜂によって飼育

されてきた.明治以降,外EElから導入されたセ

イヨウミツバチによる養蜂が盛んになるとその

生活が競合するため,ニホンミツバチの群れが

減少した.さらに近年,ニホンミツバチの養蜂

が行なわれていた山間地の過疎化に伴ってその

種の絶滅さえも懸念された (渡辺 ･渡辺,

1974;岡田,1988),ところが最近,市街地でそ

の生活が知られ,しかも数が増加していること

が推測されている (丹羽,1988;菅原,1996;

1997;1998;吉田,1998;佐々木,1999).

市街地のニホンミツパテは,養蜂の対象とし

て飼育されているのでなく,有害昆虫として駆

除されている.セイヨウミツパテとの区別もさ

れていないので,市街地にどれほどのニホンミ

ツパテが生活しているのかは明らかではない.

ここでは,枚方市役所に通報のあった情報を

もとに観察 ･捕獲 ･矧徐した二ホンミツバチの

群れ,巣の存在からその分布と生活を考える.

枚方市におけるミツバチ対策

他の衛生昆虫 (カ,ハエ,ダニ)の発生と同

様に,-チ頬の通報も市民から市役所環境対策

部衛生総務課に入る.通報の内容を詳しく聞き

取りその内容によって対応が検討される.特

に,市民に危害が加わると考えられるオオスズ

メバチの巣の存在の通報があると可能なかぎり

迅速に駆除係を派遣 して巣を駆除する (1999

年は,2個の巣を瞥区除.例年ほぼ同数).アシナ

ガバチの巣の通報に対しては,電話を通して駆

除の方法を市民に教え,多くの場合職員の派遣

はしない.ミツパテの巣の場合,職員が駆除で

きる場所に営巣している場合は駆除する.屋根
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裏に営巣しているが天井板がはずせない例のよ

うに,特別な作業を伴う場合は業者を紹介して

いる.ミツバチの飛来群 (分蜂群,逃亡群)が

出現したという情報に対しては,-チが峰球を

形成するまで観察し,さらに静かに見守りハチ

の逃亡を待ってもらっていた.特に市民が-チ

に恐怖心を持っていたり,恐怖のあまりハチの

群に殺虫剤を散布し,そのためハチが興奮して

市民を刺しているような場合は,駆除係を派遣

し,群を掃除機で吸引し馬区除していた.1998

年からは,飛来群か出現したら可能なかぎり出

向き群の観察と捕獲をしている.捕獲箱を用意

しその中にほうきで掃き入れる.作業時間は数

10秒,掃除機で吸引していた場合と比較して

も速くすみ,作業をする職員からも好評である

他市での状況と同様,行政改革の動きが枚方

市でもみられ職員の削減と同時に作業項目の見

直しが行なわれている.-チの巣の駆除は,全

般的に業者委託になろうとしている.そんな情

況のなかでは分布調査はたいへん困難になると

思われる.



図2 1999年に駆除された巣

ニホンミツパテの分布 ･生息

図 1は,1994年から1999年の間に市民か

ら通報のあったミツバチの情報である.巣は,

職員あるいは業者によって駆除された.-チの

群は,多くが駆除され,逃亡 した群も含まれる.

1998年以降は,大部分が捕獲され,駆除され

た群,逃亡 した群が含まれる.1997年までは,

セイヨウミツパテとニホンミツパテの区別がさ

れずに記録されていた. 1998年は, セイヨウ

ミツバチの飛来群が 1,1999年は,巣が 1,飛

来群が2であった.この傾向は,ここ数年変わ

っていない.各年度の総数に占めるセイヨウミ

ツパテの数は,3を上回らないと思われる.飛
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図3 枚方市のミツバチ飛来群
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釆群 も巣 もその大部分はニホンミツパテであ

る.

図2は,1999年の馬区除が枚方市のどこで行

なわれたかを地図に示した.ほぼ市内の全域に

みられた.ニホンミツバチが市内の全域で分布

に差がなく生活していると考えられる.

図3は飛来群の集計である.ここ数年増加の

傾向がみられる.特に,春が早く来た 1998年

は,4月の飛来数が多い.対照的に1996年は4

月より5月の飛来数が多 くなっている.図4

は,飛来群の数を月別に示したものである.こ

れによると飛来群には2つの極大がみられ4

月の極大は分蜂群,10月の極大は逃亡群と考

えられる.しかし,1996年と1998年を別々に

グラフ化 (図5) してみると分蜂群の極大は,

1998年 は4月 と6月の2つに別れる.これ

は,同じ巣から2回の分蜂が起こっている可能

性を示唆するものである.事実,枚方市上野,

殿山第一小学校に,1999年4月20日と6月

21日の2回飛来群が現われた.2群とも観察

後捕獲する.いずれも隣接する忠魂碑 (数年来,

基礎石の間に巣が存続,駆除できずに放置)か

らの分蜂群と考えられ,年に2回の分蜂がある

ことを支持するものである.

1999年の飛来群を 10月の群れを逃亡群,他

を分蜂群として地図上に示 したのが図6であ

る.枚方市の東部,北部には森林や林が残って

いる.さらに西南部には大きな公園があり木が

茂った部分がある.これらに隣接する住宅地で

10月に-チの群れがみられている.これらの

群は,この付近にオオスズメバチの巣が存在

し,オオスズメバチにニホンミツバチが攻撃さ
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図4 枚方市のミツバチ飛来群 (月別集計)



図5 1996年と1998年の月別飛来数の比較

れ逃亡した群と考えられる.

枚方市における二ホンミツバチの生活

毎年駆除される数が,群 と巣を合わせはぼ

60胤 駆除できない場所にある巣,継続 して観

察 している巣が現在十数胤 生息密度は,65

km2の枚方市で 1km2に 1個はあると考えら

れる.

1999年,枚方市磯島,磯島高校の校内で飼

育 している群にも,枚方市楠葉朝日町,ブロッ

クの隙間に作られた巣 (菅原,1998)にもオオ

スズメバチの攻撃がなかった.市内の中心部に

作られた多くの巣でも同じようにオオスズメバ

チの攻撃がないものと考えられる.市内の中心

部では,天敵であるオオスズメバチの攻撃を受

けずに多くの-チは生活している.

ニホンミツパテの分蜂は,春から初夏に起こ

図6 1999年の飛来群

り,一つの群から2-3群の新 しい群が誕生

する (佐々木,1999).しかし,ニホンミソバチ

と同じくトウヨウミツバチとして分類されるス

リランカの トウヨウミツバチは,1年に2回分

蜂 す る こ とが知 られ て い る (Koeniger,

1995).最近,市街地で飼育されているニホン

ミツバチの群が,1年に2回分蜂することを観

察 した (菅原,2000).今までニホンミツパテ

が生息していた山間地と比べ,市街地の冬の最

低気温はたいへん高い,加えて塞源植物がみら

れなくなる冬期にも民家の庭にはビワ,サザン

カ,ウメといった-チが訪花する植物が多くあ

る.これらの条件を踏まえ,市街地のニホンミ

ツパテは年に2回の分蜂時期を持ち群を増や

し.冬期にも育児をし (菅原未発表)その分布

を拡げていると考えられる.
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